
巻頭言――北川勝彦先生のご退職にあたって――

　長きにわたり関西大学経済学部で教鞭を取られてきた北川勝彦先生は、本年度末をもって退職

されることになりました。大学の定めによるとはいえ、これまで私どもを温かく見守り、ご指導

くださいました先生に、大学でお目にかかることができなくなるのは誠に残念なことであります。

私どもは、心からの感謝と敬意を込めて先生をお送りしたいと存じます。

　昭和 22（1947）年に大阪府堺市でお生まれになられた先生は、大阪府立三国丘高校を経て関西

大学経済学部へ入学されました。学部ご卒業後、先生は関西大学大学院経済学研究科に進学され、

修士課程および博士課程において、日本を代表する西洋経済史家である矢口孝次郎先生に師事さ

れました。大学院ご卒業ののち、関西外国語短期大学、四国学院大学に勤務された先生は、平成

7（1995）年 4月に関西大学経済学部へ教授として着任され、経済史を中心に経済学演習など多く

の科目を担当されてこられました。

　先生のご専門はイギリス帝国経済史、なかでも南部アフリカ経済史であります。本号に掲げた

数多くのご業績は国内外で高く評価されており、関西大学経済学部における経済史の伝統を受け

継がれた先生は、日本人アフリカニスト経済史家として国際的な地位を築いておられます。日本

アフリカ学会会長を務められた先生が同学会から特別功労賞を授与されたことは、学会へのご貢

献の大きさを示すものといえましょう。

　学内におきましても、国際交流センター所長、経済学部長、経済学研究科長、図書館長など数々

の要職を歴任された先生は、研究者、教育者としての幅広い知識と経験に裏打ちされた抜群の行

動力をもって学事にあたられ、学部と大学の運営に多大なる貢献をなさいました。そのなかでも、

経済学部長として導入に尽力された国際化プログラムは、経済学部の国際化を牽引する事業とし

て発展を遂げ、その重要性をますます高めております。

　先生の高い志を受け継ぎ、学術の発達と経済学部の発展に力を注ぐことが、先生のご恩に報い

る道と存じます。先生の薫陶を受けた私どもは、学恩に感謝し、ご業績とご貢献に敬意を表しつつ、

ここにこの記念号を献呈させて頂きます。これからも益々ご健勝でお過ごし下さいますよう、切

にお祈り申し上げます。
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